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渥美半島東南部に於ける洪積統層序

黒田啓介*

極楽半島東南部医鈴ける志快調婦については文献四項医術アた却し地理主地質五日動見知化基調事

白す<"-""報文がある久化石及び岩柑ιより、t.~地域の堆積地援を考窮する庇拡をの属駒ミ

寸分で車しまた若干由見解回相S障を得たので、t.t.tL化石産地~掬亡届序回大要を予察的民報

告」今後由研究¢補諸とL:t<:11'0 飢化正治記厳簿庇旬、ては制白岨絵E厳り、今回は望冊す

るとと医する。

渥契半島棋積説田主体を占める砂様はS賀補色を呈し、島々、厳{~般で汚染さ1/1...半島基部自高

齢加工著名11.る商帥小僧D産地と Lて知られている。本事指量地域内白東部太平#岸田高嶺・七組

附近では懐高oOm桜田高蝕畠が発達するが、西部白一色・赤羽岐に至れn..半分以下民高IlH:

棋に一方、半島を憤晴して握喪湾南乞向っても同僚に位〈傾斜している。 E白地砂勺臨弱阻大

局側乞みて地届阻とほ x平行尚係町、るが、 Iす寸曲届闘であっ"è~屠趨耐J両度目肱v、西方地輔

陀ダイアステムが顕著陀あらわれている。また洪積層自主要部とえまっている下部由諾増の層翠

両が~t活巨醐〈錨斜しているのに反し、瞳J二部の悼騒が南駒こ帽制七-<:v、。 E とは百地酒学上か
らみて揖味深いものがある。

本読後地域内では古生届との塊界面を除量不整合面は見られなかった会主三聞の顕著なダイア

ステムが認められた田で、金憶を渥美累届止し、次由ょう E区骨仮称した。筒、番考のために大

歓御門氏庇よって定められた届序と比叡して表示L.l't:o

蝋 回 (1951) 大欽御門 (1933) 
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1 ニ川砂買γルト届

渥喪異風回最下位を占める黒味を帯びた世宵灰色申砂貿シルト届で、ー制ま蜘砂割1'.1<:

局、または硲帰と在ヴZいるーとの届怯高嶺東部白下部梅蝕畠以東Kみられ、百七組では上部

ttcSm由帰色ないしは暗鍋色白砂婦を昔恥届離は 7mとEる。下部白砂買シルト届は植樹車

1.作

42主主
る2レト ーー
埴彩色砂羽 .._J. ..士、工

[Figl)A [FigI)B 

高坂西七綾同w=:川砂質シルト属中に

みられる届削間島常

同じく来七校でみられたシルト白

扇胡異常

波状ラミナと其ttcFi.g 1 ttc示した釦き』面倒異常がみらn..櫨れ陀マデガイ.ウミタケ噂切貝

化石印象聖書証木片と掬E残している。また、 Eの崩は梅偉より供醐K向う ιつれて褐色砂泥婦

と在るEとか k 褐色副婦が広〈内部民広がっているも<7.)};指定される。

2 高艶硲樺届

本属は岩相白調E化と化石増田特徴よ T.t.れを更臣下部から静古都砂機届.蝉南拠層.語訳

砂鴫層.東ゲ谷磁鞭膚とに締骨し九

伊吉宮現楠蜘'1:畳南下鮒Eはじまり、伊盲訴で 511¥，西七換では 12mfとも謹L、下位のニ

川!砂買シルト届聖一見耳嘩合托趨つtいるが却き様相を呈するカ丸東七&側近では海岸より内

踊匹入るιつれ整合面となる白で、ダイアステムではないかと恩bれる。〈更K研究を要する〉

E白砂健層は犬休、下部より操層、砂風泥届と一地積総掴を訴し、御婦は陶汰作用が磐〈、

硬砂場.チャートから成り、犯質角国曜も.k合tk

ゐ一一ー草地主向
[Figl) 

伊古曾でみられる伊古都砂機届中由

記事の堆帯状態

集鍋色をした砂婦Kはヤマトシジミ、 J マガキ、ナ

ミガイ噂D貝化正面伊含有され‘一部は細様まじりと

宜っている。上部回青灰色抗措は 1mの厚きで逮捕

し、特徴ある凪似薗をあらわし、ヨコハマチヨノハ

ナガイ、シズクガイ噂の貝fI沼を産する。

豊甫泥緬田扇勝;[5-1 5niで百々下部由帰色粘
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士掴よ"あらわ/l、静占部砂嘩婦と整合に占産する。 ζの揖鼻岨上 1-2mのととるに鍵刷と L

・c比f!dJ"l良時た白色北山脱届が棋田下部.tり七組全で辿なっている。乙D掴自主体でit>る脊肱

邑出摘は瓜々と孤立 し、金由同1は柚色ω晴嵐広格化している。乙白浪婚はヨコハマチヨノ，、ナ

ザイ、γズ， ガイの且i~石及日そし γ jf、プナ時四拙物化石を合み、憐れに世水鎖伸抱化石

穂Jjをも也合する。

赤配砂雌掴はキ均lom目前1ヂーをもち、偏脂のわるい南描色砂を主とする加で、世化怯叩持

参~I'C. .tる取キラミナ、 "W:J'L，tるクロス ゾミずで倉否認められ、太平拝咋では久実臥棋倒刷で伯

尚ずる.印刷ω却と白a則t..t戸市附では 4mの1t:c.ifC.zしい背批色決加があら自れて輯合Fる

刀 由，"';<凶じ副では iυ........:t l.i ""'(:':. ，型する闘が必り、いすれも ui南方日!より組曲されて

さたものでめhζ山刷宮北町内相乙"玉川市立 hillll地.H. ~ít.ilfQ) ~ !)叫J肝心両さK揖叫

(J，.山¥1.Vt1 の泊下制~ 11.って分布 6c

:j(ヶ fr~抑制:JjlJ. .iJ，!y.jキJkm;wcl11mのJOさ;.:Nつii比吸f酬の1r叫.v.:;;ミブをjj:..-r泊、、 AYJ品

以瓜 ζは--・， η酬が d、マーヤ 人 : ~~、地主、t*- 刈 1I お む帥.rt.tり減る凶肘とな ゾ.

、川 :"，"， !:~，:. 
.. ;.;-~ ・6am

'Jニ:JJu壬iMPZM
r て:'''':::''''_';::---".::ぶニょとー ， 

州市

F I ~ JJI 1 

〆《 首~:J'"" ~止同!li i マ~;J.. (、'"小川11鳩為、

-:"ヂInJ':tば."ιて・，，{;.A':'.I' 

!JIo'\い肝ゆる 1'"学:!'芭み、 -.:m乱世化見でrljM~

される。 )d~Af'JLtによって.. C日向時制と呼ばれた

も白ltζの".吋句で、上、仰01:0.2....... 2川 <DoiI削減拠

組跡Jル引とい、 IP山Ldでは .j:1 、ィチヨノハブガイ、

γ て Nγ ィ叫.mWJI'す河'禽 lI，. 宅1'I'1("f:)-と仇l<吋

2百戸tりれJt. ~トル i ウ時I}) W.!む{iIJ哨j被をとどめ

てい "0 とり時制白骨布目HJ- 嗣入大f/I水 ~:

はじめ舛:古μ)20η ‘年i同市山Wli:にかなり 'l~ ~、 i、

主主梓trでは 3l.:...，:l !>m之同さえJ.... h'l iし また凶方自~(h"::i'1は柑I1 凶f{f，"で刷lij下K没し"L.、

ゐ。ーカ、両i:'，II奇郊で叶下r;str.むらわれ 一色で株主占剖唱を不智治に削っている出色砂刷を

公粕.t.l./tゲ谷砂時的と同--，tr"!fl/!由ものでρ ると抽見しているが、にれιつmては砲にiVf先する

つも"でめる。

3 樹l.l!(T属

玄岬企峰崎内で世もμJil!凶κ骨術する渇色ω相で、時停は過桔 10-2 5mであるが高鈴よ

り曲と酷いてほ1)(，草花両〈なる。!県ヶ谷、本時加太平梓;'if下部i乞みられる柑k宵泥胞を伴った

「白銅医大炊抑l吋氏が神戸峨^~と呼仕れ止ものに相当し、 ょ，'1<志田より酎出回北方に歪る 25

m暗白線陶i.!i;乞 よく l助、つ'("，-r..観砂省、内省を際衡とする陶試作用問よい円v哨蛸隔であ
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、、
る。杉山助埠届の段下部は貝化石で知られる尚松の由民色砂化胤で、 己れより胤方の胤ケ谷柑

ilr.では向~>aJ\出版との唖株価が"mなであるが、凶方でほわずかK秘められるは刷>!"ず、 山方庇

向う E従v、次帯広州Iltを摘すのは一色町秩父占生羽田悟却をう~け陀恥の71..~ う。

4 大4霊峰R百

大事時加は制低地域内では太平梓岸庇沿い骨〈骨布する埼宵色白崎由わる!制可で、毛田原さ

は2-omであるo t.の欄胸，~高松.一色榊庄で下仲由杉山{品、4約聖世幽している治玉、本市1 よ

り胤では帳台民置なる。崎町宮大開%抽Z砂局でチャー人 1'1肴も也、り、 ド剖拡大中湖1)，晶合で

あるが上部は刷滞町見当H竜平行ラミナを形liI1している.大i，'i..耐俸の侮I/J!池上野I托ほ仲山砂吋同

上郡より大J，'i.時肘下部正かけt二財の妨害を色fIJ>庇射があり、 ニ必マ シ、オニ グ ルミ白亨~ l:: l'li IU 

L、 ζのl証〈‘ft<Cl>る砂刷陀は尚帥'l'Ilih'"<みられる。 また一色舟1llJ:で民岬百の」ニ部ほ

晶色砂崩庇格化している治主半品郡部では If主接亦'tJi可児 '~r.l持している固

b 請を土附

大草{帯同より上部民漸称t'I';J伸之略行する 2mのラテライト状山市十削で、 F市I!砂町となって

いる.喧大嵯怖土は ζ のli'jrてついて「附拠地方四ローム堆制時代と時々対比できる ζ とほ剛自

V'Jと述べてゐられる。

極3型半~:，'Ji民世I四より操仰せる化石群ι就いてほ泣く Uめて発世ずるつもりでめ砧人今風

1l!に品世地域主妙陶L、 IJIJ幡芳朗先生の訊1挺された併名4飢凶1{sOJOHAJ~':? と伯出，-fd"刷か忙し、

より!五ν、制~tに立ウて対比を行いたいと唱えており、ま肉、山地却を臨むととι 持力 L たいと

巴う。

終り托民:ftTi目指泌且日本梢心配1<lI '~'>>守的創世がFされた当融当証'D土7dI:. ~'エ じ札"殿、

竹九~，1;，LJ..唱 11 の初先生方K融謝する。また. 当河川)wf1{tζめたり ")J官官岬明たふIí札点字æ.

片平氏tc，t9，.怖を配する。

事者 文献
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Jour.1<'. S lmp U.Tokyo. Sec. 2， Vol.l._par【9

陶山主耐附.三1'1出架半品目貝化石 地時 7巻 3'¥1

石井同法 : 七万冗千分ノー伊良r晶4地質E 胤並問税"~首

位生;-.1;酎:日オ44証l杉諒

大堀f踊之幼・槻E紀 岩波Z保亘地匂中
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大炊御吋経蝉:渥美半且ρ洪積層

大救御う静剤:溢美半島の洪積掴

浅弁治平盤美浜名地方自地形

醐liJ似品・中111保:渥美半島棋横枇の有司虫頬

加藤芳朗 :撫耳基地方胤読の挟償台地形成田問誕

胤雄芳朗:洪積刷砂櫨買台地目陶析Kついて

7，11雌芳朗:三方原台地白地形地買肥ついて

地球20巷

地質学鍾魅

3号

40巻

大坂地割繭文集 1巻

477号

1-12 

地買学鍾肱 47巻 564争

地質学雑誌 58巻

地#レづはた 第2

静岡蝿量産掛「普及だより」

土畢拠料特集号

加重量完幼:湯村有事持部丘防乞おける水国分布と地質とσ上寸縄係

地#しづはた 第9~皆

til~露骨湖:浜名群描制町の慌井戸重量料庇ついt 地#しづはた 第 10号

安倍川上流大谷 JIi流威の地質

笠 原 芳 雄

神 間 』ミ 吉来

橋 本 行 雄泌

本面続報文眠、 安 倍111170統訴の砂防工事由ぬ瞳政省静向エミ匹轟務所由要請により、建級官中

部地方鐘設局作段目安倍川上流部司唱i図「凶毛田 1J同「図毛田lJの 5000骨ノ1地形図K

基いた地表地質時晶;Df.占胤を報告した!ものの要約Eあるの

いわ明る東梅通長~i可 111由代表前段安倍JII t.t. モの源流部で大谷崩を生じ-r:tJ.ら今怖その冒蹴匹

IIII雛が蛇章、上VfI:部置で広い河Hを形成してい弘本副担任地域は傑v、淡谷と多〈の崩車地よりな

るが、
¥31 .っ

とれまで行われた地質調交は部分 f慨奈にi且!!'1.証明。 半減涯は上記地形図の約14][".

庇わたる部骨をITったものであゐ

路貨の結操白話考察E際し鮫品.竹内同助教損亡御殿示査二 又喝地調査ιは盛設省主主官水野、

大魚市民E棒々御彊E主主I且いた。拘乞犯してI事〈御礼申し上げ喜"，

卒 業 生

謙抑縄大学教育学郁四年

9 


